　　　　　　　　　　　　訪問票（一次アセスメント票）
	受付　No.345678

氏　　　名：○○　○彦

訪問年月日：平成26年２月１日
	訪問目的（事前に具体的に記入）

　ピアサポーターなどの退院への働きかけで、退院して一人暮らしを考え始めている。退院実現に向けてのアセスメントの実施及び本人の意向、医療関係者の意見の確認。

	訪問者所属　○○相談支援センター
氏　　　名　○○　○○
	

	障がい者本人の概要
	生　活　歴
	両親との３人での生活。小・中・高校と普通校。高校在学時に母が病死。その後父との二人暮らし。

高校卒業後すぐに□□市内の会社にパート勤務。20歳の頃発病し、仕事も退職。

22歳の頃から○○精神科病院に入退院を繰り返す。

途中、アルバイトをした時期もあるが、長くは続かなかった。父が仕事をしながら家事をこなす。本人は通院以外はほとんど自宅で過ごす生活を送る。

37歳の時に父が入院し単身生活となったため、ヘルパーの利用開始。その後まもなく父が死去。父の死後1ヶ月頃から精神状態が悪化し○○精神科病院に入院。入院して３年が経過。退院の支援等を検討することとなる。

	
	病歴・障がい歴
	年月
	事　　項
	年月
	事　　項

	
	
	20歳
	統合失調症発病
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	医療機関利用状況[現在の受診状況、受診科目、頻度、主治医、どの疾患での受診]

統合失調症。20歳の頃発病。22歳時より○○精神科病院に受診。10数回に渡り入退院を繰り返す。

父と暮らしていた頃は2週間に1回、父が同伴して○○精神科病院へ通院。父が同伴できなくなってからは一人で病院へ来ることはできていた。

	
	医療保険　被保険者（本人・家族）

　　　　　■　国民健康保険　□健康保険　　　記号　　　　番号　

自立支援医療、福祉医療の利用状況　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	現在使用している福祉用具：



	生活状況［平日の生活の１日の流れ] ＊週間生活表が必要な場合は別紙に記入

【平日】

本人　　　　 現在、入院中
　　　　  

　  ６　　　　９　　　　12　　　 15　　　　18　　　　21　　　 　24　　　　３

介護者
(医療関係者)　　○食後の薬の手渡し　○一週間分の小遣い金を渡す。○作業療法等への活動参加への促し

　　　　
［休日などの生活の１日の流れ］＊いくつかの１日の生活の流れがあれば、別紙に記入

【休日】
　本人　
　　　現在、入院中　　

　　６　　　　９　　　　12　　　 15　　　　18　　　　21　　　　 24　　　　３

介護者　　　　
(　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


　利用者の状況

　１　生活の場について

	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	持ち家、借家（アパート等）
	□あり

■なし
	現在入院中。入院後に府営住宅を引き払っている。
	一人で過ごすのは寂しいが、自分ひとりの部屋も欲しい。退院するなら住むところを見つけないといけない。
	入院して1年経った頃にグループホームの利用体験あり。

	住環境
	□あり

□なし
	
	
	


　
２　健康管理について
	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	服薬管理
	■あり

□なし
	入院中。看護師が毎回手渡し。
	薬を飲み忘れないか心配。


	入院前は父が用意した食事の側に薬を用意して置いてくれていた。

	食事管理
	■あり

□なし
	入院中。病院食。


	
	

	病気に対する

認識
	■あり

□なし
	現在、病状が落ち着いているため認識できる。
	
	

	体　力
	■あり

□なし
	
	
	


３　日常生活について

	項　目
	援助の有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	寝返り
	□あり

■なし
	
	ジーンズやベルトは苦しい。

服や髪型とか考えることが面倒になり、つい、むさくるしい格好になってしまう。

家事は苦手なので手伝って欲しい。

父ちゃんのようにちゃんとやる自信はない。

	全般的に意欲が低下しており、整容等に関心が向き辛い。促しがあれば、行為はできる。

衣類等、季節や場面に合わせた服装を選ぶことには援助が必要。



	起き上がり
	□あり

■なし
	
	
	

	衣服着脱

（上衣）

（ズボン等）
	□あり

■なし
	ボタン等のない服を選んで着ている。
	
	

	整容行為
	■あり

□なし
	意識、関心が向きづらい。入浴の際に着替える。
	
	

	食事行為
	□あり

■なし
	
	
	

	排泄行為

（排尿）

（排便）
	□あり

■なし
	
	
	

	入浴行為
	■あり

□なし
	病院で決まった日に入ることはできる。
	
	

	ベッド等への

移乗
	□あり

■なし
	
	
	

	屋内移動
	□あり

■なし
	
	
	

	屋外移動

（近距離移動）

（遠距離移動）
	■あり

□なし
	
	
	

	交通機関の利用
	■あり

□なし
	決まったルートで慣れたところのみ可能。
	
	

	調理等

（後片付け含む）
	■あり

□なし
	父が行っており、経験が少ない。
	
	

	洗濯
	■あり

□なし
	病棟でコインランドリーを使うことはできる。
	
	

	掃除
	■あり

□なし
	掃除機等を扱うことはできていた。
	
	

	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	整理・整頓
	■あり

□なし
	声かけで行う。自らは行わない。
	書類は読むだけでもしんどい。手伝って欲しい。
	

	ベッドメーキング
	■あり

□なし
	シーツの交換は看護スタッフが定期的に行なっている。
	
	

	書類の整理
	■あり

□なし
	一人で内容を確認することがしんどい。
	
	

	買物
	■あり

□なし
	院内の売店や、近くのコンビニでおやつを買うことはできる。
	
	

	衣類の補修
	■あり

□なし
	したことがない。


	
	

	育児
	□あり

□なし
	
	
	

	家族の介護
	□あり

□なし
	
	
	


　４　コミュニケーションや対人関係について

	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	意思表示の手段
	□あり

■なし
	言語による。


	難しいことを言われるとしんどくなる。

友達が欲しい。
	迷って決められないことも多く、判断しやすいように援助することが必要。

幻聴や妄想に影響を受け、判断に困ることもある。

	意思伝達の程度
	■あり

□なし
	込み入った内容の場合援助が必要。
	
	

	他者からの意思伝達の理解
	■あり

□なし
	込み入った内容の場合援助が必要。
	
	

	対人関係
	■あり

□なし
	他者の言動を被害的に捉えることがあるため、援助を要する。
	
	

	友だち
	□あり

□なし
	相手から声をかけてくれるのを待っている。
	
	

	電話やＦＡＸ

の使用
	□あり

□なし
	決まった場所に固定電話からかけることができる。
	
	

	携帯電話の使用
	□あり

□なし
	持っていない。使ったことがない。
	
	

	ワープロや

パソコンの使用
	□あり

□なし
	持っていない。使ったことがない。
	
	

	インターネット

の使用
	□あり

□なし
	持っていない。使ったことがない。
	
	

	筆記
	□あり

■なし
	
	
	


　５　金銭管理や経済面について

	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	経済環境
	■あり

□なし
	父の残した預貯金。


	お金が無くなった時はどうしたらいいのか心配。助けて欲しい。

自分が使い過ぎているのかどうかが判断できないので、教えて欲しい。
	障がい年金の請求資格がなかったとのことで、預金がなくなれば生活保護申請も考える。

決まった金額を銀行に行って引き出すことはできる。臨時の支払い等がある時は支払いの内容を説明する必要がある。



	お金の使い方
	■あり

□なし
	１週間分の小遣いを管理。お菓子や飲み物を購入。
	
	

	通帳等の管理
	■あり

□なし
	父の入院後、自分で管理。
	
	

	銀行等の利用
	■あり

□なし
	病院の職員が銀行へ同伴。
	
	

	財産の管理
	□あり

□なし
	
	
	


	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	現在の日中

活動の場
	■あり

□なし
	入院中。作業療法に参加。
	
	病院内の作業療法へはスタッフに促されて参加している。

	就労に

関すること
	□あり

□なし
	
	
	

	教育に

関すること
	□あり

□なし
	
	
	


６　日中の主な活動の場について
７　趣味や生きがい、余暇について

	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	趣　味
	■あり

□なし
	ＣＤで音楽を聞く。


	病室では他の患者さんがいるので、ヘッドフォンをつけて音楽を聴かないといけない。家だと聞きながら一緒に歌うこともできていた。
	意欲が低く、積極的に活動に参加したいという意向は表に示しにくい。しかし、関心がない訳ではないと病院スタッフから聞いている。

ピアサポーターが会いに来てくれること、話ができることを楽しみにしている。

	レクレーション

への参加等
	■あり

□なし
	
	
	

	旅　行
	□あり

□なし
	
	
	

	当事者活動
	□あり

□なし
	ピアサポーターの面会を楽しみにしている。
	
	

	社会的活動
	□あり

□なし
	
	
	

	余暇の過ごし方
	□あり

□なし
	音楽をきく。横になる。


	
	


	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	相談支援サービスの利用状況
	■あり

□なし
	○○相談支援センター


	ピアサポーターさんから体験を教えてもらうのは分かりやすい。
	

	相談しやすい人
	■あり

□なし
	病院スタッフとピアサポーター○○さん。
	
	

	家　族
	□あり

□なし
	
	
	

	他の関係機関等
	□あり

□なし
	入院前にヘルパー利用経験がある。
	
	

	成年後見等
	□あり

□なし
	
	
	


　８　相談したり、日常生活を支えてくれたりする人について

９　安全管理や緊急時の対応について
	項　目
	援助の

有無
	現在の状況
	本人の困って

いることや希望
	対応者の気づいたこと、

気になること

	周囲の安全確認
	□あり

□なし
	
	料理やお風呂沸かしは父にやってもらっていたので、自分ひとりで火の管理をできるか心配。

今は病院の職員さんがすぐ側にいるけど、ひとりだとすぐに相談できるか心配。


	本人と火の管理や緊急時の対応について、事前に話し合って対応方法を決めておくことが必要。

	火の始末
	□あり

□なし
	タバコを喫煙場所に行って吸っている。
	
	

	社会的適応を

妨げる行為
	□あり

□なし
	病状が落ち着いている時は問題なし。
	
	

	緊急時の対応
	■あり

□なし
	困ったことがあると病棟の看護士に話すことはできる。


	
	


	【本人の要望・希望する暮らし】

また△△市に戻って暮らしたい。一緒に暮らしていた父ちゃんが亡くなり、寂しいし不安。ピアサポーターの○○さんみたいに皆に助けてもらったら何とかなるのかもしれない。自分の部屋でのんびりしたい。父ちゃんと時々晩酌していたのが楽しかったので、時々思い出しながら晩酌するのもいいと思う。友達ができたらどこかに一緒に出かけるのもいいと思う。友達が欲しい。



	【家族の要望・希望する暮らし】



	【関係職種の情報】
医療機関スタッフ
	【家屋の見取り図】　□持ち家　　□その他
　トイレ，浴室位置や形状，玄関，道路までの
　アクセスや段差等の記入

	穏やかな性格。病状が落ち着いていれば、支援を拒むことはなく、援助に対してのお礼も言える。

意欲が低く、促さなければ一日中病室で横になって過ごしてしまう。

通院と服薬をきっちりと行ない、生活面の援助体制が整えば、在宅での単身生活も可能と思われる。


	今後、住む家を探す予定。



	【対応者総合所見（注意すべき点，気になる点を含む）】

· 体験の少なさには、ピアサポーターの力を借り、自信をつけてもらう。

· 支援がどこまで必要か、場面を変えてのアセスメントが必要であり、退院の支援を進める経過の中で整理していく必要がある。


PAGE  
174

